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はじめに

少子・高齢化の進展により、我が国の人口は、

今後１０年以内に減少に転じることが予測されてい

る１）。また、年少人口（０歳～１４歳）及び生産年

齢人口（１５～６４歳）の比率は年々低下する一方、

老年人口（６５歳以上）の全人口に占める比率（高齢

化率）は、一貫して増加すると予測されている２）。

このような少子・高齢化の進展の下で、家計貯

蓄率がどのように推移するかについては、多くの

先行研究がされているが、ライフ・サイクルモデ

ルに従えば、貯蓄率は低下していくと考えられる。

本稿では、家計全体ではなく、世代別の貯蓄率、

貯蓄状況について今後の動向等を分析することと

する。

１　世帯主年齢別の家計貯畜率の推計

１．１　使用データ等

「家計調査年報」（１９７０年～２０００年）の勤労者

世帯３）の世帯主年齢階級別データを使用し、回

帰分析により家計貯畜率４）（黒字率）を推計した。

回帰式は、以下の①、②及び③である。

①　Ｓ＝α＋β1１ｎＹ＋β2Ｐ＋β3Ｑ＋β4Ｒb

②　Ｓ＝α＋β1１ｎＹ＋β2Ｐ＋β3Ｑ＋β4Ｒd

③　Ｓ＝α＋β1１ｎＹ＋β2Ｐ＋β3Ｑ＋β4ｄ1Ｒb

＋β5ｄ2Ｒd

Ｓ：貯畜率（黒字率）

Ｙ：実質可処分所得

可処分所得を消費者物価指数（平成７年＝１００）

で実質化

Ｐ：消費者物価指数上昇率（％単位）

Ｑ：非消費支出（直接税、社会保険料等）／実収

入（％単位）

Ｒb：１０年国債応募者利回り（％単位）（ただし、

１９７０年、１９７１年は７年国債応募者利回り）

Ｒd：１年定期預金若しくは１年以上２年未満定期

預金（３００万円未満）（１９９０年までは１年定期預
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１）厚生労働省国立社会保障・人口問題研究所の「日本の将来推計人口」（平成９年１月）によると低位推計では２００４年、高位
推計でも２０１０年には人口がピークに達し、以後減少すると推計されている。
２）厚生労働省国立社会保障・人口問題研究所の「日本の将来推計人口」（平成９年１月）の中位推計によれば、１９９５年に
１４．６％であった高齢化率は、２０１０年には２２．０％、２０２５年には２７．４％、２０５０年には３２．３％に増加する。
３）勤労者世帯以外の個人営業世帯等は、可処分所得等に関するデータが得られないため、勤労者世帯だけを対象とした。
４）「家計調査」では、黒字率は（可処分所得－消費支出）／可処分所得×１００で定義されている。
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金、１９９１年以降は１年以上２年未満定期預金（３００

万円未満））の新規受入れベースの預金金利

ｄ1：１９７０年～１９９０年　１　 １９９１年～２０００年　０

ｄ2：１９７０年～１９９０年　０　 １９９１年～２０００年　１

対象とする世帯主年齢は、３つの年齢層とし、

調査対象世帯数等を考慮して、世帯主年齢３０歳～

３９歳、世帯主年齢４５歳～５４歳、世帯主年齢６０歳以

上とした５）。

１．２ 世帯主年齢３０歳～３９歳の勤労者世帯の貯

畜率推計結果

世帯主年齢３０歳～３９歳の勤労者世帯の貯畜率を

推計した結果は次のとおりである。自由度修正済

み決定係数は、③式、①式、②式の順に大きくなっ

ている。

注）カッコ内はｔ値。**は有意水準５％、*は同１０％で有意で
あることを示している。

自由度修正済み決定係数の大きかった、推計式

①及び③による貯畜率の推計値と実績値は、図１

のとおりである。１９７０年代は２０％台前半であった

貯蓄率は、近年は３０％台前半に達している。

１．３ 世帯主年齢４５歳～５４歳の勤労者世帯の貯

畜率推計結果

世帯主年齢４５歳～５４歳の勤労者世帯の貯畜率を

推計した結果は次のとおりである。自由度修正済

み決定係数は、①式、③式、②式の順に大きくなっ

ている。

注）カッコ内はｔ値。**は有意水準５％、*は同１０％で有意で
あることを示している。

① ② ③

Ｃ

（定数項）

-272.613 -284.360 -230.694

（-6.7945**） （-5.9294**） （-5.2192**）

ｌｎＹ 23.8980 24.6382 20.3951

（7.4436**） （6.4004**） （5.7642**）

Ｐ 0.0806 0.1204 0.0821

（1.5148） （1.8046*） （1.5584）

Ｑ -0.2511 -0.2525 -0.1518

（-1.7137*） （-1.4334） （-1.0149）

Ｒｂ -1.1564 -0.9076

（-11.0976**） （-11.2100**）

Ｒｄ -1.0836 -0.9334

（-8.8682**） （-7.0756**）

Ａｄｊ－Ｒ２ 0.966 0.952 0.967

Ｄ．Ｗ． 1.302 1.226 1.362

Ｆ値 215.548** 149.284** 177.266**

５）平成１２年の家計調査における世帯主年齢２９歳以下の勤労者世帯全体に占める比率は６．２％に過ぎず、一方、３０歳～３９歳の比
率は２４．６％であることから、世帯主年齢３０歳～３９歳を最も若い年齢層とし、年齢間の相違を明確にするため、５歳の間隔を置
き、４５歳～５４歳、６０歳以上の３年齢層とした。

① ② ③

Ｃ -183.392 -194.674 -181.556

（-6.0039**） （-5.6244**） （-4.9691**）

ｌｎＹ 16.5515 17.2960 16.2765

（6.8803**） （6.3258**） （5.6552**）

Ｐ 0.1886 0.2171 0.1775

（4.5812**） （4.4085**） （3.8853**）

Ｑ -0.4328 -0.4334 -0.4096

（-4.3806**） （-3.8243**） （-3.6638**）

Ｒｂ -0.7850 -0.5731

（-10.2768**） （-8.8428**）

Ｒｄ -0.7331 -0.7165

（-8.6468**） （-6.0627**）

Ａｄｊ－Ｒ２ 0.917 0.891 0.897

Ｄ．Ｗ． 2.620 2.226 2.224

Ｆ値 83.609** 62.491** 53.172**
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自由度修正済み決定係数の大きかった、推計式

①及び③による貯畜率の推計値と実績値は、図２

のとおりである。貯蓄率は、１９７０年代後半に低下

したが、１９８０年代以降徐々に上昇している。

１．４ 世帯主年齢６０歳以上の勤労者世帯の貯畜率

推計結果

世帯主年齢６０歳以上の勤労者世帯の貯畜率を推

計した結果は次のとおりである。自由度修正済み

決定係数は、①式、②式、③の間でほとんど差が

なかった。

推計式の自由度修正済み決定係数にほとんど差

がなかったことから、他の年齢層で採用した、推

計式①及び③による貯畜率の推計値と実績値を図

３に示した。貯蓄率は１９８０年代前半に下降した後、

１９８０代後半から上昇に転じた６）。 注）カッコ内はｔ値。**は有意水準５％、*は同１０％で有意で
あることを示している。

① ② ③

Ｃ -445.676 -471.348 -520.260

（-6.5051**） （-7.0425**） （-5.5426**）

ｌｎＹ 32.4898 32.8605 36.0948

（6.9203**） （7.4403**） （5.8234**）

Ｐ 0.0442 0.0368 0.0208

（0.3989） （0.3138） （0.1823）

Ｑ -0.9637 -0.9726 -1.0244

（-5.2755**） （-5.3249**） （-5.1291**）

Ｒｂ -0.0157 0.0870

（-0.0583） (0.3807)

Ｒｄ 0.0147 -0.1829

（0.0587） （-0.5903）

Ａｄｊ－Ｒ２ 0.775 0.775 0.773

Ｄ．Ｗ． 2.219 2.216 2.253

Ｆ値 26.826** 26.826** 21.442**

６）いずれの世帯主年齢においても家計調査による家計貯蓄率は、１９８０年代以降上昇する傾向にあり、同時期に下降ないし横ば
いの傾向にあるＳＮＡ（国民経済計算）による家計貯蓄率とは異なる傾向を示している。 両貯蓄率の乖離の原因については、
植田・大野（１９９３）、前田（１９９５）に詳しい。
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図１　家計貯蓄率の実績値と推計値（世帯主年齢３０～３９歳、勤労者世帯）
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図２　家計貯蓄率の実績値と推計値（世帯主年齢４５～５４歳、勤労者世帯）
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２　年齢別の家計貯畜率の将来推計

２．１　年齢別貯蓄率推計の前提

上記１で求めた推計式を基に２０１０年までの各年

齢別貯畜率の将来推計を行った。推計の前提とし

て、説明変数は以下のように推移すると仮定した。

２．１．１　消費者物価指数上昇率

年率１．５％の上昇率７）とする。

２．１．２　非消費支出／実収入

①国民負担率の上昇率と同程度の比率で「非消費

支出／実収入」が上昇すると仮定する。

②ＯＥＣＤが、我が国の２０１０年までの財政状況を

試算している８）が、それによると２０１０年までに

必要な財政再建の規模は、対ＧＤＰ比８.．７５％

（２０１０年における構造的プライマリーバランス

赤字５．５％、医療費支出の増加分２％及び年金

支出の増加分１．２５％の合計）となる。

財政再建の方法としては、「悲観的な見通し」、

「中間的な見通し」、「楽観的な見通し」の３つ

の見通しを想定している。医療費節約でそれぞ

れ０．２５％、１．２５％、２．２５％、公共投資の削減で

それぞれ１％、３％、５％、公務員の削減でそ

れぞれ０％、０．７５％、１．５％、合計して、悲観

的な見通しで１．２５％、中間的な見通しで５％、

楽観的な見通しで８．７５％の削減を想定している。

したがって、必要な歳入増は、悲観的な見通し

で対ＧＤＰ比７．５％、中間的な見通しで３．７５％、

楽観的な見通しで０％となる。

35
（％）�

30

25

20

15

10

5

0
70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00

（年）�

実績値�
推計値（推計式①）�
推計値（推計式②）�

図３　家計貯蓄率の実績値と推計値（世帯主年齢６０歳以上、勤労者世帯）

７）社会保障有識者会議（平成１２年１０月）での推計の前提値
８）ＯＥＤＣ［１９９９］参照
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平成１２年度のＧＤＰ５１３．７兆円９）、国民所得

３８７．４兆円をベースに算出すると、上記の見通

しは国民負担率をそれぞれ９．９５ポイント、４．９７

ポイント、０ポイント上昇させることとなる。

ＯＥＣＤの試算では、プライマリーバランスを

使って財政赤字を計算しており、そこでの歳出

には国債の利払い費は計上されていない。した

がって、国債の利払い費を含めると財政再建の

ために実際に必要な歳入増はさらに多額となり、

国民負担率はさらに上昇すると考えられる。ま

た、国債元本の償還費も計上していないことか

ら、国債残高を減少させるためには、さらに歳

入の増加が必要となり、国民負担率の上昇をも

たらすと考えられる。

③２０００年度（実績見込み）の国民負担率は３６．５％
１０）であり、上記②の見通しに基づくと２０１０年

の国民負担率は、それぞれ４６．４５％、４１．４７％、

３６．５％となる。

したがって、国民負担率は、悲観的な見通しの

場合は年率２．４４％の上昇、中間的な見通しの場

合は年率１．２９％の上昇となり、楽観的な見通し

の場合は上昇しないこととなる。

２．１．３　実質可処分所得

①実収入は名目で年率２．５％上昇１１）する。

②非消費支出／実収入は上記２．１．２のように上昇

する。

③したがって、非消費支出は、「悲観的な見通し」

の場合は年率５．００％、「中間的な見通し」の場

合は年率３．８２％、「楽観的な見通し」の場合は

年率２．５％、それぞれ上昇する。

④可処分所得は、「実収入（年率２．５％上昇）－

非消費支出」により算出する。

⑤実質可処分所得は、可処分所得と消費者物価指

数上昇率１．５％から算出する。

２．１．４　利回り・利率

国債の応募者利回りを推計式で使用する場合は、

４．０％の利回り１２）を使用し、定期預金金利を推

計式で使用する場合は、３．０％の利率を使用する

こととする。

２．２ 世帯主年齢３０歳～３９歳の勤労者世帯の貯

畜率の将来推計

上記２．１で求めた数値を１．２の①及び③で求め

た世帯主年齢３０歳～３９歳の勤労者世帯の貯畜率推

計式に挿入し、貯畜率の将来推計を行った。図４

が推計式①で推計した結果であり、図５が推計式

③で推計した結果である。

いずれの推計も、悲観的な見通しの場合は、貯

蓄率はほぼ横ばいであり、中間的な見通しの場合

は１０年間で約１．１ポイント及び楽観的な見通しの

場合は約１．８～２．１ポイント上昇する。

２．３ 世帯主年齢４５歳～５４歳の勤労者世帯の貯

畜率の将来推計

上記２．１で求めた数値を１．３の①及び③で求め

た世帯主年齢４５歳～５４歳の勤労者世帯の貯畜率推

計式に挿入し、貯畜率の将来推計を行った。図６

が推計式①で推計した結果であり、図７が推計式

③で推計した結果である。

悲観的な見通しの場合は、貯蓄率は約１．１～１．２

ポイント低下し、楽観的な見通しの場合は、約１．４

～１．５ポイント貯蓄率は低下する。

９）実績見込み、「平成１３年度の経済見通しと経済運営の基本的態度」（平成１３年１月３１日閣議決定）による。
１０）実績見込み、「財政制度審議会財政制度分科会財政構造改革部会資料」（平成１３年２月７日）による。
１１）社会保障有識者会議での推計の前提として名目賃金上昇率は年率２．５％となっている。
１２）社会保障有識者会議での推計の前提値
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２．４ 世帯主年齢６０歳以上の勤労者世帯の貯畜率

の将来推計

同様に上記２．１で求めた数値を１．４の①及び③

で求めた世帯主年齢６０歳以上の勤労者世帯の貯畜

率推計式に挿入し、貯畜率の将来推計を行った。

図８が推計式①で推計した結果であり、図９が推

計式③で推計した結果である。

悲観的な見通しの場合は、貯蓄率は約１．６ポイ

ント低下し、中間的な見通しの場合は、約０．７～

０．８ポイント微増する。楽観的な見通しの場合は、

約２．９～３．２ポイント上昇する。

上述のように、国債の利払い費を考慮し、また、

国債残高を減少させるためには、国民負担率をさ

らに上昇させる必要が生じ、貯蓄率は各々の将来

推計よりも下回ることが予想される。
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図４　家計貯蓄率の将来推計（世帯主年齢３０～３９歳、勤労者世帯）

（①式で推計）
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図５　家計貯蓄率の将来推計（世帯主年齢３０～３９歳、勤労者世帯）

（③式で推計）
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図６　家計貯蓄率の将来推計（世帯主年齢４５～５４歳、勤労者世帯）

（①式で推計）
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図７　家計貯蓄率の将来推計（世帯主年齢４５～５４歳、勤労者世帯）

（③式で推計）
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図８　家計貯蓄率の将来推計（世帯主年齢６０歳以上、勤労者世帯）

（①式で推計）
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なお、世帯主年齢６０歳以上の世帯は、他の年齢

層に比べ、収入の格差が大きい。図１０からわかる

ように、世帯全体では、最頻値である年間収入階

級６００～８００万円に２３．８％の世帯が属し、そこ

を山として収入が多くなるほど、あるいは、少な

くなるほど、世帯数が減少している。ところが、

６０歳以上の世帯では、同じく年間収入階級６００～

８００万円が最頻値となっているが、きれいな山型

を形成していない。特に、低収入の階級に分布の

偏りが見られ、５００万円未満の世帯が世帯全体で

は２０．６％であるのに対し、６０歳以上の世帯では

２９．２％を占めている。

図１１により年間収入別に家計貯蓄率を見ると、

世帯主年齢６０～６９歳でも世帯全体でも年間収入が

多くなるほど貯蓄率も上昇する傾向にあることが

わかるが、世帯主年齢６０～６９歳にその傾向が顕著

に見られる。全体では、第Ⅱ階級、第Ⅲ階級、第

Ⅳ階級の貯蓄率がそれぞれ、２０．４％、２２．３５％、

２１．６５％と階級間の差が小さいのに対し、世帯主

年齢６０～６９歳では、第Ⅲ階級と第Ⅳ階級の貯蓄率

に１０．０ポイントの差がある。第Ⅰ階級と第Ⅴ階

級の差を見ても、全体では１１．６ポイントの差で

あるのに対し、世帯主年齢６０～６９歳では１７．５ポ

イントの差となっている。

このように高齢の勤労者世帯では他の年齢層の

世帯に比べ収入の格差が大きく、また、高所得世

帯と低所得世帯との貯蓄率の差も他の年齢層の世

帯に比べて大きくなっている。図８、図９の推計

は、このようなばらつきを有する世帯主年齢６０歳

以上の貯蓄率の平均値を推計したものであり、収

入の多寡により、他の年齢層の世帯の貯蓄率と比

べて平均値とより異なる動きをすることも想定さ

れる。
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図９　家計貯蓄率の将来推計（世帯主年齢６０歳以上、勤労者世帯）

（③式で推計）
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図１０ 年間収入階級別の世帯数分布（勤労者世帯）

（年間収入、単位：万円）
出所）総務省「全国消費実態調査（平成１１年）」より作成
注）世帯主年齢６０歳以上の世帯の年間収入は７６４６千円、世帯全体の年間収入は７９９２千円
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図１１ 年間収入五分位階級別家計貯蓄率（勤労者世帯）

（年間収入）
出所）総務省「全国消費実態調査（平成１１年）」より作成
注）世帯主年齢６０～６９歳：第Ⅰ階級～４４１万円、第Ⅱ階級４４１～５７３万円、第Ⅲ階級５７３～７４８万円、第Ⅳ階級７４８～１０２９万円、第Ⅴ階級１０２９
万円～全体：第Ⅰ階級～４９０万円、第Ⅱ階級４９０～６５０万円、第Ⅲ階級６５０～８１９万円、第Ⅳ階級８１９～１０６１万円、第Ⅴ階級１０６１万円～
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３　年齢別の相対的危険回避度の計測

３．１　計測方法

次に、上記の世帯主年齢別（３０歳～３９歳、４５歳

～５４歳、６０歳以上）に金融資産選択における「危

険資産選好」について検討する。我が国の家計の

金融資産選択はローリスク、ローリターンのもの

が中心であると言われているが、年齢別の危険資

産選好の動向について、相対的危険回避度を計測

することにより見てみたい。

相対的危険回避度とは、

Ｃ＝ ―――――― × ―

Ｃ　　：相対的危険回避度

α　　：危険資産の保有比率

ｒｆ ：安全資産の収益率

Ｅ（ｒｍ）：危険資産の期待収益率

σｍ
２ ：危険資産の収益率の分散

で計測される。

相対的危険回避度（Ｃ）は、危険資産につい

てその収益と選択との関係を明らかにするもので

ある。上記式から明らかなように、危険資産の価

格変動リスク（σｍ
２）の下で、危険資産の期待収

益率と安全資産の収益率の差（Ｅ（ｒｍ）－ｒｆ）に

応じて、どの程度危険資産を保有しているのかを

表したものである。例えば、危険資産の価格変動

リスクが一定であったと仮定し、危険資産の期待

収益率と安全資産の収益率の差が大きくなった場

合に、実際の危険資産保有率（α）が変化しなけ

れば、相対的危険回避度は大きくなる。また、危

険資産の期待収益率と安全資産の収益率の差が一

定と仮定し、危険資産の価格変動リスクが小さく

σｍ２ α

Ｅ（ｒｍ）－ｒｆ １

なった場合に、実際の危険資産保有比率（α）が

変化しなければ、相対的危険回避度は大きくなる。

このとき「相対的に危険回避的である」と判断さ

れる１３）。

危険資産の保有比率としては、各世帯主年齢別

の貯蓄に占める株式及び株式投信の割合を使用す

る。

安全資産の収益率としては、定期預金金利

（１９９０年までは１年定期、１９９１年以降は１年以上

２年未満（３００万円未満）の定期預金金利）、危

険資産の期待収益率としては、株価の期待上昇率

に株式の加重平均利回りを加えたものをそれぞれ

使用する。

株価の期待上昇率及び予想株価１４）は、それぞれ

株価の期待上昇率＝

（予想株価／前年の平均株価－１）×１００

予想株価＝

前年の平均株価＋２×前年の株価月次データの

１年間の標準偏差×１２^ ０．５

により算出する。

危険資産の収益率の分散は、前年の株価上昇率

の月次データの一年間の分散×１２を使用した。

３．２　世帯主年齢別の相対的危険回避度の計測

以上のデータを用いて世帯主年齢別の相対的危

険回避度を計測した結果が表１であり、世帯主年

齢別の危険資産比率の推移をグラフ化したものが

図１２である。基本的に勤労者世帯のデータである

が、図１２には世帯主年齢６０歳以上の全世帯の危険

資産比率も参考として示した。

各年齢ともバブル期に危険資産比率が高まり、

バブル崩壊とともに低下している。バブル崩壊以

降は、ほぼ、６０歳以上、４５～５４歳、３０～３９歳の順

１３）中川・片桐（１９９９）を一部修正
１４）予想株価及び危険資産の収益率の分散の算出方法は、吉川［２００１］による
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に危険資産比率が高くなっている。

表１で求めた世帯主年齢別の相対的危険回避度

の推移をグラフ化したものが図１３である。世帯主

年齢６０歳以上の全世帯の相対的危険回避度も参考

として示した。図１３から明らかなように、相対的

危険回避度は、バブル期に低下し、１９９０年代後半

から上昇している。年齢別では、３０～３９歳が１９７０

年以降一貫して最も大きく、バブル期以降は６０歳

以上が最も小さい。ここからは、３つの年齢別の

中では、３０～３９歳が最もリスク回避的であり、バ

ブル期以降は６０歳以上が最も危険資産選好が高い

ことがわかる。

３．３　年間収入階級別の相対的危険回避度の計測

同様にして、年間収入五分位階級別の危険資産

比率と相対的危険回避度を計測した結果が表２で

あり、年間収入五分位階級別の危険資産比率の推

移をグラフ化したものが図１４である。

最も収入の多い第Ⅴ階級が一貫して最も危険資

産比率が高く、最も収入の少ない第Ⅰ階級が概ね

最も比率が低いことがわかる。他の階級も収入の

多い階級ほど危険資産比率も高い傾向にある。年

次別の推移は、世帯主年齢別の図１２と同様の傾向

にあるが、バブル崩壊後における第Ⅴ階級の危険

資産比率の低下が顕著である。

年間収入五分位階級別の相対的危険回避度の推

移をグラフ化したものが図１５である。どの期間も

収入の多い階級ほど相対的危険回避度が小さく

なっており、収入の多い階級ほどリスクテイキン

グであると言える。
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図１３ 世帯主年齢別の相対的危険回避度

注　すべての年齢層で値が１０を超えた、１９７３年、１９７９年、１９８４年の値を除いて平均値を算出してある

図１２ 世帯主年齢別の危険資産比率
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図１５ 年間収入五分位階級別の相対的危険回避度

注　すべての階級で値が１０を超えた、１９７３年、１９７９年、１９８４年の値を除いて平均値を算出してある
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３．４　相対的危険回避度と収入、年齢との関係

上述のように、１９９０年以降は、世帯主年齢６０歳

以上の高齢世帯が最も危険資産比率が高く、相対

的危険回避度が小さい。年間収入階級で見ると、

最も収入の多い階級が最も危険資産比率が高く、

相対的危険回避度が小さくなっている。

しかし、６０歳以上の高齢世帯が最も収入が多い

わけではない。世帯主年齢別の年間収入の推移を

見ると、勤労者世帯に限ってみても、各年とも世

帯主年齢４５～５４歳が最も年間収入が多く、次いで

６０歳以上、３０～３９歳の順となっている（図１６）。

世帯主年齢６０歳以上の危険資産比率がバブル期以

降概ね最も高く、相対的危険回避度も最も小さく

なっているが、それは、年間収入額の多寡とは別

の要因によるものと考えられる。

年齢別の金融資産選択基準を見ると、高齢者ほ

ど安全性を重視し、収益性を重視しない傾向にあ

る（図１７）。しかし、世帯主年齢６０歳以上の世帯

は、他の年齢に比べ保有する貯蓄現在高が大きい

（図１８）結果、流動性制約が低くなっており、当

面使用する予定のない余裕資金を株式等の危険資

産で運用しているものと考えられる。貯蓄動向調

査の平成１２年のデータで見ても貯蓄現在高の多い

世帯ほど危険資産比率の高い傾向にあることがわ

かる（図１９）。

図１６ 世帯主年齢別の年間収入（勤労者世帯）

出所　総務省「貯蓄動向調査」より
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図１８ 世帯主年齢別の貯蓄現在高

出所　総務省「貯蓄動向調査」より作成
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図１７ 世帯主年齢別の金融商品選択基準
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おわりに

本稿では、世帯主年齢別の家計貯蓄率の将来推

計を単純な形で行ったが、推計した３つの年齢層

では、直接税、社会保険料等の非消費支出の増加

度合いにより２０１０年までに２～５ポイントの差

がつくことが推計された。今後の財政再建がどの

ように行われるかにより、家計貯蓄率の水準もそ

れに左右されると考えられる。

また、高齢者が将来も現在と同レベルの貯蓄額

を維持するという前提に立てば、今後の少子・高

齢化の進展により、株式等の危険資産の貯蓄に占

める比率は家計全体では上昇すると考えられる。
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注１　総務省「貯蓄動向調査（平成１２年）」より作成
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